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令和5年はお大師さまがお生まれになって1250年となる記念の年です。特別な記念法要が行われるほか、「智積院会館」では
団参宿泊者限定の記念品をご用意して、皆さまのご参拝をお待ちしております。

そ
も
水み

な

上か
み

や

　根ね

来ご
ろ

な
る

　法の
り

の
真ま

清し

水み
ず

　洛
東
に

流
れ
を
た
た
え

　真
言
の

　教
え
は
深
し

　智
積
院

�

（
智
積
院
讃
仰
和
讃
）

弘
法
大
師
空
海
（
以
下
、
お
大
師
さ
ま
）
が
開
か
れ
た
真
言
宗
の

深
く
清
ら
か
な
教
え
は
、
高
野
の
地
か
ら
興こ

う

教ぎ
ょ
う

大
師
覚か

く

鑁ば
ん

（
以

下
、
興
教
大
師
）
開
山
の
根
来
寺
を
経
て
、
こ
の
京
都
の
東
山
、
総

本
山
智
積
院
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

弘こ
う

法ぼ
う

利り

生し
ょ
う

―
仏
法
を
弘ひ

ろ

め
、
衆
生
を
利
す
る
―

お
大
師
さ
ま
が
生
き
た
時
代
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
へ

と
移
る
時
代
の
転
換
期
で
し
た
。
度
重
な
る
遷
都
、
勢
力
争
い
に

関
わ
る
暗
殺
、
敗
れ
た
人
々
の
怨
霊
事
件
な
ど
が
相
次
ぎ
、
世
間

は
荒
れ
ま
し
た
。
お
大
師
さ
ま
は
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
都
の
大

学
を
離
れ
、
山
岳
修
行
の
後
、
仏
法
を
求
め
命
が
け
で
唐
へ
と
渡

り
ま
し
た
。
密
教
の
奥
義
を
授
か
っ
た
お
大
師
さ
ま
は
、
師
、
恵け

い

果か

阿
闍
梨
の
「
国
家
に
奉
り
、
天
下
に
流る

布ふ

し
て
蒼そ

う

生せ
い（

人
々
）の

福
を
増
せ
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、
日
本
に
戻
り
、
鎮
護
国
家
と

人
々
の
安
寧
の
た
め
に
祈
り
、
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

お
大
師
さ
ま
の
活
動
は
仏
教
の
流
布
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
満ま

ん

濃の
う

池い
け

（
香
川
県
）
の
修
築
工
事
や
身
分
に
関
係
な
く
庶
民
に
開
か
れ
た

学
校
の
創
設
な
ど
、
人
々
の
不
安
を
解
消
す
る
よ
う
な
も
の
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
確
か
な
実
績
以
外
に
も
、
天
竺
に
住
む
龍
神
を

勧か
ん

請じ
ょ
う

し
て
雨
を
降
ら
せ
た
り
、
人
々
の
前
で
光
り
輝
く
仏
さ
ま
の

お
姿
に
な
っ
た
り
と
、
現
代
の
私
た
ち
に
は
に
わ
か
に
は
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
奇
跡
的
な
話
が
多
く
あ
り
ま
す
。
人
智
を
超
え
た

力
を
持
つ
お
大
師
さ
ま
は
、
の
ち
に
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
き

ようこそ総本山智積院へ

―お大師さまに祈り、お大師さまと出会う智積院参拝―
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ま
す
。
高
野
山
で
ご
入
定
さ
れ
た
今
で
も
、
諸
国
を

巡
り
人
々
の
悩
み
に
寄
り
添
い
続
け
て
い
る
の
で
す
。

五い

百お

佛ぶ

山さ
ん

根ね

来ご
ろ

寺じ

智ち

積し
ゃ
く

院い
ん

智
山
派
で
は
、
お
大
師
さ
ま
を
「
宗
祖
」（
真
言
宗

を
開
か
れ
た
祖
師
）、
興
教
大
師
を
「
中
興
の
祖
」（
平

安
末
衰
微
し
て
い
た
真
言
宗
を
再
興
さ
れ
た
祖
師
）
と
し

て
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

興
教
大
師
は
、
お
大
師
さ
ま
の
も
た
ら
し
た
真
言

密
教
の
真
髄
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
を
命
題
と
し
、

高
野
山
に
て
教
え
の
興
隆
を
図
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
改
革
中
、命
さ
え
狙
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

根
来
に
移
り
、
こ
の
地
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。

智
積
院
は
、
も
と
も
と
は
興
教
大
師
の
開
か
れ
た

根
来
寺
の
中
に
建
て
ら
れ
た
お
寺
で
す
。
根
来
寺
は

興
教
大
師
の
教
え
を
伝
え
、
真
言
宗
の
教
学
と
修
法

の
研
鑽
を
積
む
道
場
と
し
て
多
く
の
学
僧
が
学
び
、

隆
盛
を
極
め
ま
す
。
智
積
院
は
そ
の
中
で
修
学
指
導

者
で
あ
る
「
学が

く

頭と
う

」
が
住
む
お
寺
で
し
た
。

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）、
根
来
寺
の
勢
力
を
恐

れ
た
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
焼
き
討
ち
に
遭
い
、
一
山
は

灰
燼
に
帰
し
ま
す
。
時
の
学
頭
職
で
あ
っ
た
玄げ

ん

宥ゆ
う

僧

正
は
、
弟
子
た
ち
と
と
も
に
秀
吉
の
迫
害
を
逃
れ
な

が
ら
居
を
転
々
と
し
ま
す
。
秀
吉
没
後
は
徳
川
家
康

よ
り
篤
い
帰
依
を
受
け
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）、

京
都
東
山
の
地
に
玄
宥
僧
正
を
中
興
第
一
世
と
し
て

智
積
院
の
再
興
を
果
た
し
ま
す
。

そ
の
後
、
第
三
世
日に

ち

誉よ

僧
正
は
秀
吉
が
遺
児
・
鶴

松
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
「
祥
雲
寺
」
を

家
康
よ
り
下
賜
さ
れ
ま
す
。
智
積
院
に
伝
わ
る
、
長

谷
川
等
伯
一
門
の
国
宝
金
壁
障
壁
画
は
、
こ
の
祥
雲

寺
を
飾
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て

智
積
院
は
歴
史
あ
る
名
刹
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

度
重
な
る
火
災
な
ど
の
被
害
に
よ
っ
て
、
多
く
の
古

い
建
築
物
や
什
物
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
家
康
を
も
っ

て
し
て
「
都
で
一
番
の
寺
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
日
本

で
一
番
の
寺
で
あ
る
」
と
い
わ
し
め
た
祥
雲
寺
は
、

現
在
、
名
勝
庭
園
の
あ
る
講
堂
の
基
礎
下
に
遺
構
を

残
す
ば
か
り
で
す
。

旧
祥
雲
寺
の
建
物
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
七

月
十
三
日
の
大
火
に
よ
っ
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
焼

失
し
ま
す
。
現
在
、
明
王
殿
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る

不
動
明
王
は
、
こ
の
大
火
中
、
当
時
学
僧
で
あ
っ
た

第
十
三
世
快か

い

存ぞ
ん

僧
正
が
命
が
け
で
運
び
出
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
根
来
伝
来
の
尊
像
で
す
。
こ
の
火
災

で
唯
一
残
っ
た
勧
学
院
も
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

十
月
四
日
、
土
佐
藩
の
弾
薬
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
際
、
爆
発
炎
上
し
烏う

有ゆ
う

に
帰
し
ま
す
。

智積院第二十三世鑁
ばん

啓
けい

僧正の発願、第二十四世胎
たい

通
つう

僧正代の寛政元年（1789）
完成の大師堂。平成13年−14年に解体修理。両猊下とも福島県いわき市出
身。ご本尊の弘法大師像は、東寺御影堂の尊像を模したものといわれている。

智積院金堂は、明治15年の焼失より約1世紀を経て昭和50
年再建。令和3年に修復事業が完了した。扁額は第五十九
世秋

あき

山
やま

祐
ゆう

雅
が

猊下。昭和38年の就任時に智積院会館建立、
金堂再建を強く誓われた。
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さ
ら
に
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
二
月
十
日
に

は
金
堂
を
火
災
で
焼
失
。
ご
本
尊
大
日
如
来
（
伝
恵

心
僧
都
源
信
作
）、
不
動
明
王
（
伝
智
証
大
師
作
）、
阿
弥

陀
如
来
（
伝
運
慶
作
）
を
焼
失
し
ま
す
。
ま
た
、
明

治
政
府
の
寺
社
領
の
上
知
（
地
）
令
に
よ
り
、
境
内

地
の
三
分
の
一
と
寺
領
を
失
い
、
ま
さ
に
衰
亡
の
危

機
に
立
た
さ
れ
ま
す
。

歴
代
の
智
積
院
化け

主し
ゅ（

住
職
）の
も
と
復
興
の
道
を

歩
む
智
積
院
で
し
た
が
、昭
和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）

五
月
十
七
日
、
再
び
火
災
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
本

堂
、
宸し

ん

殿で
ん

が
全
焼
。
庫く

裏り

、
唐
門
、
書
院
の
一
部
を

焼
き
、
障
壁
画
も
十
六
面
を
焼

失
し
ま
す
。
こ
の
時
も
、
僧
侶

や
近
隣
の
人
々
が
火
中
の
宝
物

や
障
壁
画
を
運
び
出
し
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

智
山
派
の
悲
願
と
も
い
え
る

智
積
院
の
復
興
は
、
歴
代
化
主

の
も
と
、
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）
に
宸
殿
、
昭
和

四
十
一
年（
一
九
六
六
）に
智
積

院
会
館
、
特
に
は
、
昭
和
五
十

年
（
一
九
七
五
）
に
宗
祖
弘
法

大
師
ご
誕
生
千
二
百
年
記
念
事

業
と
し
て
金
堂
を
落
慶
。
昭
和

五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
は

明
治
期
に
収
公
さ
れ
た
境
内
地

を
建
物
（
現
宗
務
庁
）
を
含
め

京
都
府
か
ら
取
得
し
ま
す
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）

に
講
堂
を
建
立
し
て
、
山
容
を
整
え
た
智
積
院
で
す

が
、
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
先
師
、
檀
信
徒
の
浄
行
に

唯
々
感
服
す
る
ば
か
り
で
す
。

報ほ
う

恩お
ん

謝し
ゃ

徳と
く

―
五
十
年
に
一
度
の
勝
縁
―

令
和
五
年
は
、
宗
祖
弘
法
大
師
が
誕
生
さ
れ
て

千
二
百
五
十
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
お

大
師
さ
ま
の
教
え
を
受
け
継
ぐ
、
私
た
ち
真
言
宗
智

山
派
で
は
、
宗
派
を
挙
げ
て
報
恩
謝
徳
の
た
め
に

「
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
千
二
百
五
十
年
記
念
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
智
積
院
に
お
い
て
は
築つ

い

地ぢ

塀べ
い

修
復
、
金
堂
補
修
事
業
、
展
示
収
蔵
庫
「
宝
物
館
」

の
建
設
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

慶
讃
法
要
関
係
は
、
令
和
四
年
十
月
五
日
に
行
わ

れ
た
開か

い

白は
く

法
要
を
皮
切
り
に
、
全
国
各
地
区
の
代
表

の
僧
侶
が
、
総
本
山
に
て
リ
レ
ー
方
式
で
法
要
を
お

勤
め
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
団
参
を
企
画

し
た
寺
院
も
あ
り
、
五
十
年
に
一
度
の
盛
儀
を
参
拝

し
、
清
秋
の
京
都
を
楽
し
ま
れ
た
方
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

令
和
五
年
は
、
本
誌
裏
表
紙
の
ご
案
内
の
と
お

り
、
四
月
に
は
御
詠
歌
の
全
国
奉
詠
大
会
、
五
月
は

大
法
要
を
行
い
、
六
月
十
五
日
の
「
青
葉
ま
つ
り
」

を
も
っ
て
結
願
と
な
り
ま
す
。
新
緑
に
潤
う
こ
の
頃

の
境
内
は
、
桔
梗
や
紫
陽
花
も
見
頃
を
迎
え
、
い
の

ち
の
力
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
一
番
の
季
節

で
す
。

お
大
師
さ
ま
を
は
じ
め
、
教
え
を
伝
え
て
く
だ

さ
っ
た
先
師
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
国
の
檀
信
徒

の
御
恩
に
報
い
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

手
を
合
わ
せ
、「
南な

無む

大だ
い

師し

遍へ
ん

照じ
ょ
う

金こ
ん

剛ご
う

」
と
一
心

に
お
唱
え
す
る
と
き
、
お
大
師
さ
ま
が
現
れ
、
同
行

二
人
を
体
現
す
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ま
の
日
々
が
お
大
師
さ
ま
と
と
も
に
あ
り
ま
す
よ
う
。

�

（
智
山
教
化
セ
ン
タ
ー
所
員
／
島 

玄
隆
）

智積院の四季の風景。梅は好文木ともいい、学山にふさわしい木といえ
るでしょう。境内の草花についてはP.16−P.17もご参照ください。
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「
音お

ん

声じ
ょ
う

説せ
っ

法ぽ
う

」
真
言
宗
の
根
本
仏
で
あ
る
大
日
如
来
の
さ
と
り
は
、
宇
宙
の

真
理
そ
の
も
の
で
あ
り
、
常
に
私
た
ち
衆
生
に
向
け
て
教
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

菩
提
心
を
も
っ
て
心
を
寄
せ
れ
ば
、
た
と
え
ば
川
の
せ
せ
ら

ぎ
も
風
が
木
立
を
吹
き
抜
け
る
音
も
仏
の
説
法
で
あ
る
の
で
す
。

音
や
声
を
聴
か
せ
る
だ
け
で
さ
と
り
の
世
界
へ
導
く
こ
と

を
、
音
聲
（
声
）
説
法
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
真
言
僧
侶
が
唱

え
る
声し
ょ
う

明み
ょ
う

は
、
ま
さ
に
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

聴
く
も
の
に
語
ら
ず
と
も
教
え
を
説
く
。
そ
の
よ
う
な
音
聲

説
法
た
る
声
明
を
追
い
求
め
る
べ
く
、
私
た
ち
は
日
々
精
進
し

て
い
ま
す
。
声
は
瞬
間
で
消
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
の
瞬
間
に
心
を
の
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

み
な
さ
ま
が
心
に
安
ら
ぎ
を
も
っ
て
仏
さ
ま
の
教
え
に
耳
を

傾
け
、
生
き
る
力
を
授
か
れ
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

�

合
掌

青
あ お

木
き

 至
し

人
じ ん

（千葉県匝瑳市　見
けん

徳
とく

寺
じ

）
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智山寺院探訪スライドショー
掲載しきれなかった写真や見どころを動画で紹介しています

北
海
道
第
二
の
都
市
、
旭
川
。
旭
川
は
内
陸
に
位
置
す
る
た
め
夏

と
冬
の
寒
暖
差
は
五
十
度
を
超
え
る
と
い
い
ま
す
。
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）
に
は
観
測
史
上
最
低
の
マ
イ
ナ
ス
四
十
一
度
を
記
録

し
、
今
で
も
冬
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
を
下
回
り
ま
す
。
現
在
で
は
文

明
の
発
展
に
よ
り
寒
さ
を
凌
ぐ
手
立
て
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
明
治

時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
始
ま
っ
た
北
海
道
開
拓
の
時
代
、
い
ま
だ

人
の
手
が
入
っ
て
い
な
い
大
地
に
た
ど
り
着
い
た
人
々
は
、
ど
の
よ

う
に
そ
の
寒
さ
を
凌
い
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

取
材
に
訪
れ
た
の
は
、
冬
と
は
真
逆
の
夏
の
時
期
で
、
爽
や
か
な

風
と
赤
と
ん
ぼ
が
、
一
足
早
い
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

眞
久
寺
は
、
旭
川
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
市
街
地
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
北
海
道
の
他
の
都
市
と
同
様
に
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
整
え
ら

れ
た
道
を
進
む
と
、
朱
色
が
鮮
や
か
な
大
き
な
本
堂
が
目
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
す
。
左
右
の
仁
王
尊
に
守
ら
れ
た
山
門
を
く
ぐ
る
と
、
そ

こ
が
眞
久
寺
で
す
。

北
海
道
開
教
の
拠
点
と
し
て

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
政
府
は
北
海
道
の
本
格
的
な
開
拓
に
着

手
し
ま
す
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
は
後
に
旭
川
市
と
な

朱色の彩色が鮮やかな本堂は、北国の大雪にも耐える剛健さが感じられます。

6

北
海
道
旭
川
市 

成な

り

田た

山さ

ん 

眞し

ん

久き
ゅ
う

寺じ

北
海
道
朔
北
七
福
神
霊
場

　第
一
番

北
海
道
三
十
六
不
動
尊
霊
場

　第
一
番

北
海
道
八
十
八
ヶ
所
霊
場

　第
一
番
・
第
二
番

智山寺院
探　　訪



る
地
に
屯
田
兵
が
入
植
し
、
こ
れ
ま
で
斧
が
入
る
こ

と
が
な
か
っ
た
鬱
蒼
と
し
た
原
生
林
を
切
り
開
い
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
増
え
ゆ
く
入
植
者
を
見
越
し

た
智
山
派
の
前
身
で
あ
る
当
時
の
新
義
真
言
宗
の
総

本
山
に
よ
っ
て
、
あ
る
ひ
と
り
の
僧
侶
が
北
海
道
常

在
布
教
師
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
背
に
不
動
明
王
像
を

背
負
い
、
開
拓
ま
も
な
い
旭
川
へ
と
た
ど
り
着
い
た

の
が
、
後
に
眞
久
寺
初
代
住
職
と
な
る
久く

志し

卓た
く

動ど
う

師

で
し
た
。
時
に
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）、
い
ま

で
こ
そ
豪
壮
な
本
堂
を
構
え
る
眞
久
寺
で
す
が
、
そ

の
始
ま
り
は
と
て
も
小
さ
な
草
庵
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

入
植
当
初
、
現
在
の
旭
川
駅
の
近
く
に
、
眞
久
寺

の
前
身
と
な
る
新
義
本
山
根
来
別
院
を
構
え
た
卓
動

師
は
精
力
的
に
活
動
し
ま
す
。
明
治
二
十
四
年
か
ら

始
ま
っ
た
旭
川
の
都
市
計
画
に
、
当
初
寺
院
建
設
予

定
地
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
人
心
の
安

定
の
た
め
に
は
寺
院
と
い
う
存
在
が
欠
か
せ
な
い
と

考
え
た
卓
動
師
は
、
政
府
に
そ
の
必
要
性
を
訴
え
ま

す
。
北
海
道
長
官
に
直
訴
す
る
た
め
に
、
札
幌
ま
で

何
度
も
通
い
ま
し
た
。
当
時
は
旭
川
ま
で
鉄
道
が
開

通
し
て
お
ら
ず
、
最
寄
り
の
滝
川
駅
ま
で
往
復
百
キ

ロ
の
道
の
り
を
歩
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
つ

い
に
は
そ
の
嘆
願
が
み
と
め
ら
れ
、
現
在
の
位
置
に

①ご本尊の不動明王。開創当時のご本尊は現在秘仏。
②胎蔵曼荼羅　③金剛界曼荼羅
一体一体の尊像が精緻に彫られた立体曼荼羅。その尊容たるやまさに圧巻の一言です。

①①

③③ ②②
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寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き

与
え
ら
れ
た
用
地
は
他
宗
の
寺
院
に
も
分
け
与
え
、

眞
久
寺
だ
け
で
は
な
く
、
浄
土
宗
や
曹
洞
宗
と
い
っ

た
五
つ
の
宗
派
の
寺
院
が
現
在
の
区
画
ご
と
に
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

建
立
さ
れ
た
眞
久
寺
は
、
根
室
の
清
隆
寺
と
と
も

に
当
時
の
新
義
真
言
宗
の
北
海
道
開
教
の
拠
点
と
な

り
ま
す
。
多
く
の
僧
が
そ
の
拠
点
を
足
が
か
り
に
道

内
各
地
に
出
向
い
て
は
、
新
た
な
寺
院
を
建
立
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

眞
久
寺
は
開
教
の
拠
点
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

華
道
普
及
の
拠
点
と
し
て
も
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

境
内
に
あ
る
六
角
堂
は
、
い
け
ば
な
発
祥
の
地
と
さ

れ
る
京
都
頂
法
寺
（
六
角
堂
）
ゆ
か
り
の
堂
宇
で
あ

り
、
頂
法
寺
の
如
意
輪
観
音
が
分
身
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
眞
久
寺
に
六
角
堂
が
建
立
さ
れ
た
由
縁

は
、
華
道
家
元
池
坊
に
よ
る
華
道
普
及
の
拠
点
と
さ

れ
た
た
め
で
す
。
現
在
で
も
、
九
月
十
八
日
の
例
大

祭
に
は
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
の
御
開
帳
に
あ
わ
せ
、

池
坊
の
華
道
家
に
よ
っ
て
華
が
生
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

旭
川
を
含
む
上か

み

川か
わ

地
方
に
入
植
し
た
人
々
に
寄
り

添
う
と
と
も
に
、
北
海
道
開
教
の
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
た
眞
久
寺
で
す
が
、
昭
和
三
十
五
年
に
心
な

き
者
の
放
火
に
よ
り
本
堂
を
焼
失
し
ま
す
。
こ
の
と

き
の
火
災
は
眞
久
寺
だ
け
で
は
な
く
、
軒
を
連
ね
る

五
ヶ
寺
す
べ
て
を
焼
き
払
っ
た
と
い
い
ま
す
。
奇
跡

的
に
焼
失
を
免
れ
た
本
尊
不
動
明
王
と
と
も
に
本
堂

が
再
建
さ
れ
た
の
は
、
三
年
後
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
の
本
堂
は
平
成
八
年
に
な
っ
て
か
ら
再
度
建

て
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
火
災
に
あ
っ
た
本
堂
を

模
し
た
様
相
で
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

荘
厳
な
諸
仏
に
見
守
ら
れ

本
堂
に
入
る
と
、
中
央
の
須
弥
壇
に
は
不
動
明
王

が
坐
し
て
い
ま
す
。
卓
動
師
が
背
負
っ
た
不
動
明
王

像
は
秘
仏
と
な
り
、
現
在
、
直
接
手
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
は
、
総
本
山
智
積
院
第
五
十
九
世

秋あ
き

山や
ま

祐ゆ
う

雅が

猊
下
に
よ
り
開
眼
供
養
さ
れ
た
不
動
明
王

像
で
す
。

不
動
明
王
の
坐
す
須
弥
壇
の
両
脇
に
は
、
ひ
と
き

わ
目
を
惹
く
立
体
曼
荼
羅
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

人
三
人
分
の
高
さ
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
大
き
な
曼
荼

ACCESS アクセス
成田山 眞久寺
〒070-0035 北海道旭川市5条通4丁目325
車：道央自動車道　旭川鷹栖ICから約10分
電車：JR北海道　旭川駅から徒歩約15分

眞久寺

JR旭川駅
JR旭川駅

函館本線
函館本線

石
北
本
線

石
北
本
線

北海道立旭川美術館
　　　●
北海道立旭川美術館
　　　●

4条通4条通

40

233

237

旭川東税務署
　　　　　●
旭川東税務署
　　　　　●

④�北海道八十八ヶ所霊場第一番のご本尊でもあ
る釈迦如来。
⑤�仁王門。仁王像は樹齢450年を超えるヒノキ
の一木造り。
⑥京都頂法寺ゆかりの六角堂。
⑦�左：住職の久

く

志
し

卓
たく

世
せい

師　能筆家であるととも
に指導師範として御詠歌にも力を入れています。
　�右：副住職の久志卓

たく

豊
ほう

師　寺院活性化のため
にさまざまな取り組みを行っています。

④④ ⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦
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梵字よもやま話（小峰智行）...........................................................11

図解・仏教ガイド.
「マンガでわかる十三仏㉙」（漫画・悟東あすか）........................12

御詠歌を、聴いてみよう、見てみよう（平川真海）.......................14

日本の四季を切り取る十七文字（星野高士）................................15

総本山の便りをお知らせします.....................................................16

ニンゲンのつくり方（中嶋亮順）....................................................18

ごくらくらくご（三遊亭竜楽）.......................................................19

知っておきたい仏事.Q&A..............................................................20
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十巻章−真言宗の教えを紐解く−（駒井信勝）............................26

「ウェルビーイング」心豊かに生きる（渡邊淳司）.......................28
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...........................................................................................................30

十善戒と生きる力（佐竹隆信）.......................................................31

羅
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
尊
像
が
精
緻
に
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
曼
荼
羅
は
、
僧
で
も
あ
る
仏
師
服は

っ

部と
り

俊し
ゅ
ん

慶け
い

師
が
、
自
身
の
修
行
の
た
め
に
十
六
年
か
け
て

彫
っ
た
も
の
で
、
現
在
の
本
堂
建
立
の
際
に
納
め
た

と
い
い
ま
す
。
立
体
的
に
尊
像
を
彫
刻
し
た
曼
荼
羅

は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
初
め
て
制
作
さ
れ
た
の

が
、
こ
こ
眞
久
寺
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。

連
綿
と
続
く
寄
り
添
い
の
精
神

住
職
の
久
志
卓た

く

世せ
い

師
は
、「
毎
日
の
勤
行
で
檀
信

徒
の
皆
さ
ま
の
無
病
息
災
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
ご

真
言
を
お
唱
え
し
、
お
不
動
さ
ま
に
見
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
す
。
副
住
職
の
久
志
卓た

く

豊ほ
う

師
が
「
檀
信
徒
の
皆
さ

ま
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
人
々
が
足
を
運
び
た
く
な

る
寺
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
よ
う
に
、
初

代
卓
動
師
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く
、
地
域
へ

の
寄
り
添
い
の
精
神
が
確
か
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
智
山
教
化
セ
ン
タ
ー
所
員
／
中
嶋
亮
順

撮
影
／
小
川
洋
）
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表 紙
霧氷のハルニレの木
北海道

豊
とよ

頃
ころ

町の冬は厳しい。それに
加え周りに遮るものがない環境
で150年もの間、独り立ち続け
ている。季節風が一旦おさまり
発生した夜霧で、見事な変貌を
遂げる。まさしく枯れ木に花で
ある。日々の精進が、いつでも
開花する機会を与えられるのだ。

P5 朝の霧氷のカラマツ林と富士山
長野県

凛と張りつめた朝の霧ヶ
峰。遥かに富士が、ご来光に
染まる直前の姿で佇む。今朝
はどんな色に染まっていくの
か。撮影する側は臨機応変な
対応が必須。秒単位で状況は
変わる。人生も同様に一刻を
大切にするべきである。

撮影・解説／岡田光司



総本山智積院別院 真福寺東京 〒105-0002　東京都港区愛宕1-3-8
TEL：03-3431-1081　FAX：03-3431-0203

総本山智積院京都 〒605-0951京都市東山区東大路七条下ル東瓦町964
TEL：075-541-5361　FAX：075-541-5364

平
成
十
年
十
二
月
十
六
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
「
生
き
る
力SH

IN
G

O
N

」
第
一
一
一
号
　令
和
四
年
十
二
月
一
日
発
行
　年
四
回（
六
月
・
九
月
・
十
二
月
・
三
月
の
一
日
）発
行
　定
価
一
〇
〇
円（
税
込
）

発
行
人
／
芙
蓉
良
英

　編
集
／
智
山
教
化
セ
ン
タ
ー
　発
行
所
／
〒
　
　 

京
都
市
東
山
区
東
大
路
七
条
下
ル
東
瓦
町
九
六
四
　総
本
山
智
積
院
内
　真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

605-
0951

平
成
十
年
十
二
月
十
六
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　第
一
一
一
号
　令
和
四
年
十
二
月
一
日
発
行
　年
四
回
（
六
月
・
九
月
・
十
二
月
・
三
月
の
一
日
）
発
行

真言宗智山派

写し
ゃ

経き
ょ
う

の
つ
ど
い

毎
月
21
日
　13
時
よ
り

於
　智
積
院
金
堂
地
下
ホ
ー
ル

（
納
経
料
千
円
・
要
事
前
申
込 

定
員
50
名
）

智
積
院
阿あ

字じ

観か
ん

会え

毎
月
12
日

14
時
よ
り（
受
付
13
時
30
分
よ
り
）

※
8
月
と
12
月
は
8
日

於
　智
積
院
金
堂
地
下
ホ
ー
ル

（
参
加
灯
明
料
五
百
円
・

�

要
事
前
申
込 

定
員
20
名
）

愛
宕
薬
師
ご
縁
日（
毎
月
8
日
）

※
8
日
が
土
日
祝
の
際
は
第
一
金
曜
日

・
大
護
摩
供
法
要
　12
時
よ
り

・
写
経
会（
納
経
料
千
円
）
　14
時
よ
り

12
月
8
日（
木
）

1
月
10
日（
火
）

※
新
春
大
護
摩
供
法
要
　11
時
30
分
よ
り

2
月
8
日（
水
）

納
大
護
摩
供
法
要

12
月
16
日（
金
）
　15
時
よ
り

於
　本
堂

や
す
ら
ぎ
寄
席

毎
月
第
3
木
曜
日
　18
時
30
分
よ
り

於
　本
堂（
木
戸
銭
千
五
百
円
）

12
月
15
日

　
　談
志
一
門
会

1
月
19
日

　
　談
志
一
門
会

2
月
16
日

　
　三
遊
亭

真
福
寺
阿あ

字じ

観か
ん

会え

15
時
よ
り

於
　本
堂（
無
料
・
要
事
前
申
込

　定
員
10
名
）

2
月
28
日（
火
）

※
12
月
・
1
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

※�ご案内の行事は、新型コロナウイルス感染症の影響などにより、延期または中止となる可
能性がございます。参加を希望する際は、必ず、記載の連絡先へお問い合わせください。

Instagram

総本山智積院 宿坊智積院会館

Facebook

総本山智積院

◆慶讃法要
令和5年	 5月16日（火）	 10：00〜	二箇法要付き大般若法要
	 5月17日（水）	 10：00〜	二箇法要
	 5月18日（木）	 10：00〜	大曼荼羅供法要
	 6月15日（木）	 10：00〜	（結願法要）両祖大師誕生会「青葉まつり」
○上記の法要会場は全て総本山智積院金堂となります。（人数制限により金堂内で参拝ができない場合もございます。）

◆全国奉詠大会（於：総本山智積院）　令和5年4月11日（火）･12日（水）両日とも12：30開会
◆総本山善通寺御誕生記念大法会（於：総本山善通寺）　令和5年4月27日（木） 13：00〜

【お問い合わせ先】
お問い合わせは下記までご連絡ください。
○真言宗智山派宗務庁　TEL 075-541-5361（代）

最新情報はホームページをご覧ください。
https://chisan.or.jp/celebration/

宗祖弘法大師ご誕生1250年慶讃事業 日程のご案内

宿
坊 

智
積
院
会
館

一
泊
朝
食
付
き
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　8
、3
0
0
円
か
ら

（
宿
泊
税
・
消
費
税
込
／

夕
食
別
途 

3
、3
0
0
円
か
ら 

消
費
税
込
）

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

T
E
L

　0
7
5
-5
4
1
-5
3
6
3

・
J
R
京
都
駅
よ
り
バ
ス
約
10
分

・
京
阪
電
車
七
条
駅
よ
り
徒
歩
約
10
分

※�
ご
宿
泊
の
ご
予
約
は
、
6
ヶ
月
前
の
1
日

よ
り
開
始
い
た
し
ま
す
。
令
和
4
年
11
月

現
在
、
令
和
5
年
5
月
ま
で
の
ご
予
約
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【ご宿泊先】
ご宿泊の際は宿坊「智積院会館」を
ぜひご利用ください。
○宿泊　信徒課　TEL 075-541-5363
　https://chisan.or.jp/lodging/




